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Ceftizoximeを14例 の外科的感染症に投与 した。対象の内訳は腹膜炎6例,術 後感染4例,胆 の う

炎,膿 胸,肛 門周囲膿瘍お よび副睾丸炎各1例 であった。本剤の投与は点滴あるいはoneshot静 注

で1日 量2～6g,5～17日 間 とした。 その結果,著 効,有 効あわせて11例,無 効3例 の成績を得,

有効率は,78.6%と なった。 しか も重篤な副作用はまった く経験 されなかった。本剤は,外 科的感染

症に対する新 しい治療剤として期待 されるもの と考 えられる。

藤沢薬品 中央研究所で 開発 された 新 し い 注射用cephalo-

5porin系抗生物質Ceftizoxime (CZX)は,Fig.1に 示す よう

Fig. 1 Chemical structure of Ceftizoxime

な化学構造をも6て お り,7-ア ミノセファロス ボラン酸の3位

の置換基をもたないのが特徴 である。従来 のcepbalosporin剤

では抗菌力が弱かったグラム陰性桿菌,と くに,イ ンドール陽

性Profeus, Serrafia, Enterobacter, Citrobacter, H.in-

fluenzaeやB.fragilisを はじめ とす る嫌 気性菌に対 して も

強い抗菌力を示す。また,P.aeruginosaに もCBPCと 同程度,

あるいはそれ以上の抗菌力 を 示すと いわれ てい る。 しか も,

CZXはcephalosporinaseお よびpenicillinaseに 安定で,グ

ツム陰性桿菌に対する最小 殺菌作用濃度 は他 の cephalosporin

剤よりも明らかに低い。 ただ し,グ ラム陽性球菌 に対 しては一

部のce山alosporin剤 よりも抗菌力が劣 ってい る。 血清中濃

度のピーク値はCEZの 約%で,半 減期 はCEZよ りやや短 く,

体内で代謝を受けず,投 与後8時 間までに投与量の70～90%が

尿中に排泄 され る。なお,喀 痰,髄 液,胆 汁な どに も高濃度に

移行す るの も特徴で ある1～4。 われわれは,CZXを 若干の臨

床症例 に応用 したので,そ の結果 を報告す る。

1. 対象および方法

われわれが本剤を使 用した外科的感染症は当科および

関連病院に昭和53年10月 か ら54年3月 に入院 した腹膜炎

Table 1 Criteria for clinical evaluation of an 

agent on infectious diseases in the 

field of surgery
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Table 2 List of cases treated

DI: Drip injection IV: Intravenous one shot injection
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with Ceftizoxime
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Table 3 Clinical effects of Ceftizoxime

Table 5 List of laboratory findings

B: Before A: After
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Table 4 Bacteriological effects of Ceftizoxime

treated with Ceftizoxime
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6例,術 後感染4例,胴 の う炎,膿 胸,肛 門周囲膿瘍お

よび副睾丸炎おのおの1例 の計14例 である。なお,ア レ

ルギー既往歴のある症例お よび皮内反応陽性の症例 はな

か った。 臨床効果の 判定は,Table1に 示す ように,

炎症 々状あるいは菌の消失 を目安に して,こ れ らが3日

以内に消失 したものを著効,5日 以 内を有効,7日 以内

をやや有効,そ れ以上要 したものを無効 とした。

本剤が使用 された外科的 感染症例 をTable2に 示 し

た。本剤の1旧 投与量 は,2～6gで これを2～3分 割

して点滴(電 解質300～500m1, 1～2時 間)あ るいは

one shot静 注(20%キ シ リッ ト20ml,5分,ま たは生

食20m1,10分)し た。投与期間は最短5日 から最長17日

間におよび,総 投与量は10～68gで あった。 なお,他

の抗生剤の 併用を必要 とした症例はなかった。これ らの

症例 を病巣分離菌別にみると,E.coli単 一感染症3例,

Micrococcus単 一感染症1例,E.coliと グラム陽性球

菌の混合 感染症が2例,S.faecalisと グラム陰性桿菌

またはBacteroidesの 混合感染症が3例,P.cepacia

とProteusとSerratia, KlebsiellaとCandidaと

Eubacteriumの 混合感染症がおのおの1例 ず つあ り,

残 り3例 の起炎菌は不明であった。

II. 臨 床 成 績

症例1の 虫垂穿孔性腹膜炎は,手 術後に本剤を投与 し

投与後3日 目にすべての炎症々状が消失 し,著 効 と判定

された。症例2お よび3の 虫垂穿孔性腹膜炎では,本剤投

与後3日 以内に臨床症状の軽快 を認めたが,排 膿の消失

がやや遅れたため,有効 と判定された。症例4,5のS状

結腸穿孔性腹膜炎および胆汁性腹膜炎の症例は,本 剤投

与後5日 以内にすべての炎症々状が消失 し,有 効と判定

された。症例6の 遺残膿瘍例では排膿がやや持続 したが,

5日 目には平熱 となったので,有効 とした。症例7の 壊疽

性胆 の う炎例 で は 本剤投与後3日 目に筋性防禦,発 熱

が消失 し5日 目に胆の う摘出術を行なったが,胆 汁中か

ら菌 は証明されなかっ たので,著 効 と判定 された。症例

8,10の 術後創感染例 では,本 剤投 与後5日 目にすべて

の臨床症状が改善 し,菌の消失を認めたため,有 効と判定

された。症例9お よび11は,本 剤7日 間投与後において

も臨床症状の改善を認めず,排膿 も持続 したため,無効 と

判定 された。 症例12は 特発性 食道穿孔による 膿胸症例

で,本 剤の17日 間投与後 も炎症 々状 お よび 排膿 が持続

し,菌交代を認めたため,無 効 と判定 された。症例13の 肛

門周囲膿瘍例は,3日 以 内にすべての臨床症状が消失 し

たに もかかわらず,排 膿が存続 したので,有 効 と判定 し

た。症例14の 副睾丸炎例では,本 剤投与後5日 以内にす

べ ての炎症 々状が消失 し,有 効と判定 された。疾患別臨

床効果を まとめ てみる と(Table3),腹 膜炎6例,胆 のう

炎,肛 門周囲膿瘍,副 睾丸炎の症例は,全 例有効であった

が,術後創感染や膿胸症例では,有 効性がやや種 くなって

いた。 したがって,14例 中11例 に有効で,有 効率7&6

%と なった。次に,本 剤の細菌学的効果をみるとTable

4の ようで,S.faecalis, Klebsiella, Enterobacter, 

Pseudomonas属, Bacteroides, Eubacterium, Mioro-

coccusは すべて除菌 されていたが,E.coli6株 中2株,

グラム陽性球菌2株 中1株,Candida1株 は不変であっ

た。 なお,本 剤投与後2例 に緑膿菌,1例 にCandida

が検出され。菌交代が認められた。

III. 副 作 用

本剤投与中に副作用 と思われ る臨床症状を呈したもの

は1例 もみ られなかった。本剤投与前後に行なった血液

像,肝 ・腎機能,電 解質 などの 検査値をTable5に 示

した。本剤投与後症例4,7でGOT億 がそれぞれ65単

位,50単 位(正 常値40単 位以下),症 例6でGOT値46

単位,GPT値48単 位(正 常値35単 位以下)と軽度上昇

したが,投 与終了後,す みやかに 正常値に 復帰してい

た。症例4,5, 11, 12で は投与前か らGOT, GPT, 

A1-P, BUN値 などに異常がみ られ,本 剤投与後増悪し

た もの もあ るが,こ れは本剤の影響とい うよりは原疾患

に よる もの と考えられ る。その他,と くに異常を認めな

か った。

IV. 考 察

われわれは,外 科領域の感染症14例 にCeftizoxime

を投与 し,臨 床効果を検討 した。 その結果,腹 膜炎や胆

の う炎症例 に対 してはす ぐれた効果がえられた。この中

には他剤耐性の難治性 感染症や,悪 性疾患の経過中に合

併 した重篤な感染症 も含 まれており,本 剤の有効性が実

証された。 また,嫌 気性菌,Pseudomonas感 染症にも

す ぐれた効果が得 られ,本 剤の抗菌力のす ぐれているこ

とが うかがわれた。なお,わ れわれの臨床試用例数がい

まだ少 な く,本 剤の投与方法については,今 後さらに検

討する余地が残 されてい る。 しか し,本 剤には副作用が

少な く,し か も最小殺菌濃度が低い1)こ とより,全身状

急の不良 な患者 に も安全に使用でき,そ の効果が期待さ

れ る。
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CeftiiOxime, a new cephalosporin, was investigated on its clinical effectiveness and side effects. 

Ceftizoxime was given to 14 patients with various infections in the field of surgery. Clinical responses were 

evaluated as follows: there were excellent in 1 case and good in 5 cases out of 6 patients with peritonitis, 

excellent in 1 case with cholecystitis, good in 2 cases and poor in 2 cases out of 4 patients with postoperative 

wound infection, and good in 2 cases and poor in one case among 3 patients with the other infections. Total 

efficacy rate was 78 .6%. 

No side effects were noted. Abnormal elevations in serum GOT and GPT unit were noted in 3 cases , 

though these were mild and reversible.


